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緒言
モモイロカイウ(Zantedensc)'arehmannJ'Engl.)は
別名をピンクカラーともいい,雨季と乾季がみられ
る地中海性気候の南アフリカ原産のサ トイモ科の植
物である｡一般に花と呼ばれている観賞部は仏炎竃
と肉穂花序で構成されている｡モモイロカイウは低
過,短日条件で休眠が誘導され,いったん休眠 してし
まうと低温を受けなければ萌芽しないといわれてい
る (CorrandWidmer,1988)0
モモイロカイウは葉が6-7枚展開した後に花茎が
抽出してくることが多い｡川尻 (1997)は貯蔵前の球
根の主芽を観察してみたところ,葉が5-6枚分化し
ていたが花芽分化していなかったことから,貯蔵中
または植え付け後に花芽分化が起こり,その花芽分
化は貯蔵温度やその後の生育湿度によって大きく影
響されると推察している｡
Zantedensc]'aでは花数を増やすために塊茎をジベレ
リン(GAB)に浸漬している(CorrandWidller,1987;
Funneletal.,1988)oしかしながらGA3処理による
花芽分化の渦度の範囲の変化やGA3生合成阻害剤が
花芽分化に及ぼす影響について調べた報告はない｡
そこで,本実験ではモモイロカイウ
の切り花生産を安定化するために貯蔵
温度および植物生長調節物質が開花な
らびに切り花品質に及ぼす影響につい
て調査した｡
材料および方法
1997年2月24日に日最低温度15℃
以上のビニルハウスに植え球根育成を
行い,その後休眠 した球根を1998年1
月14日に掘 り上げ同ハウス内でキュ
アリングを行った｡1月20日に球根垂
を測定し,貯蔵を開始した｡貯蔵温度
は1,5,10,15oCとしたo球根をバー
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ミキュライト中に埋め,ダンボール箱で貯蔵 した｡50
日間の貯蔵後 (3月11日工 植物生長調節物質溶液に
1時間浸潰した｡植物生長調節物質として GA3(25
ppm)とGA生合成阻害剤であるスミセブン(5ppm)
を用いた｡対照として水道水に浸漬した｡浸漬後,檀
養土をつめた木箱 (60cmX36cmX深さ18cm)に
10球ずつ植え付けた｡1処理区は10個体とした｡栽
培は目最低温度10℃以上のガラスハウスで行った｡
植え付け時の球根垂および出芽日を調査した｡葛が
完全に開いたものを順次収穫 した｡収穫は3番花まで
行い,開花日,花茎長,切り花垂および奇形花の有無
を調査した｡
結果および考察
貯蔵による球根垂の減少率は15,10,5,1℃区でそ
れぞれ,ll.4,ll.3,5.5,3.6%であり,貯蔵温度が高
くなるほど減少率が高くなった｡
出芽までの日数は15,1,5,10℃区の順で短くなっ
た (第1図)｡対照区のものと比べGA3区のものはす
べての貯蔵温度において出芽までの日数が短かったO
スミセブン区と対照区の間には出芽までの日数には
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第1回 貯蔵温度および植物生長調節物質がモモイロカイウ レ`
-マニJ の出芽および開花までの日数に及ぼす影響
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差はほとんどみられなかった(第1図)｡到
花日数はスミセブン15℃区を除いて出芽
までの日数と同様の傾向が見られた (第
1図)0
貯蔵温度に関わらず対照区の開花数は
10本前後であったが,GA3区では開花数
が増加し,開花率も高くなった (第1表,
第2図)｡特に貯蔵温度が10℃以下では開
花率が上がっていることから,10℃以下
で貯蔵することによってGA3に対しての
感受性が高くなると考えられた｡Funnel
とGo(1983)はZ.■BestGoldlで球根のGA
処理により開花数が増加するのは膳芽が
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第2図
花芽分化するためと報告している｡本実
験においても対照区のものに比べGA3区では2,3番
花の開花数はほぼ2倍となったことから臓芽が花芽
分化したものと思われた (第1表)O奇形花はloC,10
℃区においてみられた (第1衷)｡これはCorrと
Widmel･(1987)がZ.eliotianaとZ.rehmanniで植え
付け前のGA処理により開花数が増加するとともに奇
形花が増加するという報告と同様の結果となった｡
また花茎長,切り花垂ともに対照区に比べ低い値と
なった (第1表)｡一方,スミセブン区では花茎長,切
り花垂,開花率および開花数ともに低い値を示し.1
℃区において奇形花率は50%と高い値を示した (第1
貯蔵温度および植物生長調節物質がモモイロカイウ
レ`-マニJ の開花率に及ぼす影響
義,第2図)｡全処理区において10個体すべてが出芽
したことからスミセブンが出芽に影響することなく,
花芽分化を抑制することが明らかとなった｡また,対
照区のものと比べ開花率が低いことから,スミセブ
ンにより内生GAの生合成が抑制され,本来植え付け
後に花芽分化するべき主芽の花芽分化が抑制された
ものと考えられた｡また,15oCのスミセブン区では花
茎長,切り花垂,開花率ともに全処理区を通じて減少
していた (第1表,第2図)｡このことから15℃貯蔵
により球根はスミセブンによる感受性が高くなると
考えられたD
第1表 貯蔵温度および植物生長調節物質がモモイロカイウ レ`ーマニ-'の切り花晶質に及ぼす影響
貯蔵 植物生長
温度 調節物質
花茎長 切り花重
第1花 (cm) 第1花 (g)
1℃ 対照
GA3
スミセブン
5℃ 対照
GA3
スミセブン
10℃ 対照
GA3
スミセブン
15℃ 対照
GAコ
スミセブン
* 平均±標準誤差
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33.5±4.3* 6.5±1.3
31.5±2.2 4.2±0.4
29.7±3.4 5.7±0.8
37.2士1.9 6.7±1.2
34.4±2.1 5.5±0.9
30.9±2.9 5.6±0.6
38.8±4.6 6.4±0.8
38.5±3.9 5.4±1.0
31.3+_5.8 53+～1.0
37.6±3.2 6.1±0.9
32.3±2.2 5.2±0.6
22.4±2,2 3.7±0.3
奇形花率 開花数
(%) 総数 2-3香花
??????
???????
? ? ???
?
?? ????
? ??
?
?? ??? ???????? ??? ?? ? ? ??? ??? ?
川尻 (1997)は,loCで50日間の貯蔵した球根を日
最低温度 15℃以上で栽培したときの開花率は16.7%
であり,貯蔵温度loCでは貯蔵中にほとんど花芽分化
しないことを報告している｡同時に,花芽分化に最適
な温度は10℃付近であることも示 している｡ところ
が本実験においては対照1℃区での開花数,開花率と
も高い値を示 した (第2図)｡これは植え付け後に日
最低温度 10℃以上で栽培しているため,植え付け後
に10-15℃の低温に遭遇し,花芽が分化したためと
考えられた｡なお今回の実験において最低温度が10
℃まで低下し,貯蔵中と植え付け後の花芽分化を明
確に区別できなかったことや,3番花までしか測定を
行わなかったこと,花芽分化を抑制するスミセブン
の処理濃度など検討する余地が多分にあった｡
以上のことから,モモイロカイウの花芽分化は貯
蔵中の温度と植え付け後の植物生長調節物質により
調節することができると考えられた｡実際栽培にお
いては5-10℃で50日間貯蔵した球根をジベレリン
25ppmで浸酒すれば,切り花品質を低下させること
なく切り花数を増やすことができるものと思われた｡
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山奥 隆 ｡酒井富美子
(クロッピングシステム部門)
目 的
当農場では,株間20-24cmでダイコンを栽培し
ており,現在よりも密櫨にした場合に収量がどのよ
うに変化するかを知ることが重要と思われた｡そこ
で栽植密度がダイコンの収量に及ぼす影響を調べる
ため,2種類の株間でダイコンを栽培し,生育期間中
の最長葉の長さと,収穫期の生体重ヰ 腔軸長を測定
した｡
材料と方法
試験は西2号圃場の0.5aを用いて行った｡1998年
9月2日に施肥 ･耕起 .マルチ畦立て (シルバーマル
チ)を行ったQ畦幅は120cm,1畦2条 (千鳥)とし,
マルチには直径8011mの穴を疎植区が林間25cm,杏
植区が林間12.5cmになるようにあけた｡ダイコン品
種耐病総太り(青首)を10月5日に各区とも1穴3粒
ずつ播種した｡播種後2週目の10月19日に間引きを
行い1株1本とした｡収穫は12月14日に行った｡薬
剤は,10月6日に土壌処理剤ラッソーを1畦あたり
3111,10月26日に殺虫剤オル トラン1000倍液,10月
28日と11月4日に殺虫剤 トレボン1000倍液をそれぞ
れ散布した｡なお,施肥量は第1表に示した通りで,
各区同量に行い全量基肥とした｡
生育調査は各区中庸な5個体を選び,最長葉を10
月19日から12月14日まで,1週間毎に測定した｡収
量調査は収穫時に各区10個体 (うち5個体は生育調
査個体)の生体垂 (中粧軸垂)と中層油1の長さを測定
した｡
第 1表 施肥量 (kg/10a)1)
N P205 K20
16.0 16.0 16.0
1) 全量基肥
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結 果
第1図に各区の最長葉長の推移を示した｡播種後5
-7週目では密植区の値が大きくなったが,生育初期
と収穫期 (第2表)には,両区ともほぼ同じ値になっ
た｡
第2表に各区個体当たり平均生体垂と中肱軸長を,
第2回に栽櫨密度による個体当たり生体垂と中膳軸
長の相違を示した｡疎植区の生体垂が778gで,391g
の密植区の2倍であり,有意に大きかった｡中腔軸長
でも疎植区が31.5cm,密植区が23,6cmと,疎植区の
方が有意に大きかった｡単位面積当たりの収量 (第2
義)では有意な差違はみられなかった｡
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第 1図 最長寮長の時期的推移
考 察
最長葉長は,生育中盤で密植区の値の方が大きく
なった｡これは株間の狭い密植区では葉の相互遮蔽
によって徒長し,葉長が疎植区よりも長くなったた
めと考えられる｡
単位面積当たりの収量では両区で有意な差違は認
められなかったが,密植区の中腰軸は長さが短く,ま
た太さも,疎植区のものと比べると細く品質は低下
した｡よって,ダイコンを加工する場合にはどちらの
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密植区 疎植区
栽植密度
? ?
? ?
? ?
? ?
?
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?
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塵櫨区 疎植区
裁縫密度
第2図 栽植密度による1棟当たり収穫期生体重 (申肱軸重)と中腰軸長の相違
第2表 栽植密度がダイコンの収量に及ぼす影響
区 林間 最長葉長1)
Cm Cm
生体垂 2) 中惟軸長2) 収量
(中腰軸垂)
g cm g/捕
密植区 12.5 56.0±1.5 391±64 23.6±1.5 5209±851
疎柏区 25 53.2±2,6 778±77 31.5±2.0 5189±515
1) 5株平均値±標準偏差
2) 10株平均値±標準偏差
… 分散分析により1%水準で有意差あり
ns分散分析により有意差なし
栽植密度で栽培しても変わらないが,生食用として 謝 辞
販売する場合は,外観のよい疎柏区の方が有利であ 本研究のとりまとめに当たり,ご指導とご鞭捷を
ると考えられる｡ 賜りました農場主事であり農地生産力開発講座の教
当農場におけるダイコンのマルチ栽培では,林間 授である黒田俊郎先生に深甚なる謝意を表します｡
を20-24cm とっており,本実験の結果,おおよそ
適当な株間で栽培されていたことがわかった｡
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研究成果
担当者 :山奥隆 ･酒井富美子
(1)課題 :
潅水の勘を養う小実験
(2)目的:
圃場面に所定量の濯水を行い土壌面の状態
を観察し,実際の圃場への濯水量を確認するO
(3)方法 :
実験は1998年9月4日に行った｡濯水はじょうろ
を用いて,各処理区の区画内で均一になるように
行った｡処理区は木の板を用いて区分 し,1処理区
50cmX40cm-2000cm2 としたO処理区は第2表の
ように設定した｡
潅水直後の土壌のしめり具合を,第1表に示した4
段階で評価したO
第 1表 しめり具合の評価基準
評価段階 内容
1 少ししめっている
2 かなりしめっている
3 びちゃびちゃ
4 水がたまっている
また濯水の30分後,各試験区内の一部を掘り起こ
し,水が地表面からどの位の深さまで浸透 している
かを計測し,同時に土壌面のしめり具合を観察した｡
(4)結果
各処理を行った後,処理直後の土壌面のしめり具
合と,30分後の水の浸透深 (土壌面からの深さ)杏
測定した結果を第2蓑に示した｡
(5)考察
処理時の観察 (土壌表面のしめり具合)から,これ
まで実際圃場で行ってきた 1回の濯水量はD区
(20mm)に相当すると思われた｡20mmの潅水を行っ
た場合,水は白く乾燥した部分を超えて,底部にまで
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第2表 処理区と観察結果
区名 濯水量 処理時の 浸透深1)
mm Lめり具合 mm
?????
????
??????
1)土壌面からの深さ
?????
浸透 していた.これは,一般に濯水をした場合に思い
描くイメージとほぼ一致している｡このことからも
従来の1回の濯水量が20mmに相当することが確認さ
れた｡
今回の実験では,短時間に処理を行った｡実際の濯
水時のように少量ずつを長時間処理した場合につい
ては今後の課題としたい｡
継続中の課題
担当者 :山奥隆,酒井富美子
(1)ホウレンソウにおける最適栽培密度
(2)ダイコンにおける最適栽植密度
(3)カンショにおける採苗法の開発
汎用耕地化部Pl]
研究成果 9年度
担当者 :多田正人
(1)課題 :
八浜水田におけるカキ殻部分への最適施肥量調査
(2)目的:
水E削こ点在するカキ殻部分の施肥効果をあげるためo
(3)材料と方法 :
試験圃場 :4号 栽培面積 :81a
品種 :アケボノ 栽培方法 :乾田直播栽培
播種日:5月22日 条間27cmの条播き
施肥日:5月22日
施肥量:基肥70kg/10a区 緩効性肥料LP-E80
基肥65kg/10a区 緩効性肥料LP-E80
参考 :(長期生わら施用試験)
わら取り区 基肥60kg/10a 緩効性肥料LP-E80
わら入れ区 基肥60kg/10a 緩効性肥料LP-E80
各試験内容を第1表に示した｡
第1表 平成9年度試験区内容
施肥日 5/22
基肥LP 70kg/10a
基肥LP 65kg/10a
わら区LP 60kg/10a
(4)結果 :
基肥70kg区,基肥65kg区と参考に取り上げた長期
生わら施用試験区(基肥60kg)の茎数,梓長,穂長,粒
数,10a当たり収量,千粒東の収量調査を第2表に表
示した｡
基肥70kg/10a区,基肥65kg/10a区は,参考に示し
たわら取り区わら入れ区にくらべて粒数,千粒垂が
高い値を示して,10a当たり収量が高くなった｡
第2表 平成9年度収量調査
研究成果 10年度
担当者 :多田正人
(1)課題 :
八浜水田におけるカキ殻部分への最適施肥量調査
(2)目的:
水田に点在するカキ殻部分の施肥効果をあげるため｡
(3)材料と方法
試験圃場 :4号
品種 :アケボノ
播種日:5月7日
栽培面積 :81a
栽培方法 :乾田直播栽培
条間27cmの条播き
施肥日:基肥5月 7日
追肥7月10日 7月21日 9月21日
施肥量 :基肥60kg/10a 緩効性肥料LP-E80
追肥3kg/10a 硫安
実肥5kg/10a 硫安
A区 基肥+硫安追肥2回+実肥
B区 基肥+硫安追肥2回
C区 基肥+硫安追肥1回
D区 基肥のみ
各試験内容を第3表に示した｡
梓長 穂長 棟数 -穂籾数 脚数/m2 千粒重 粗玄米垂
(cm) (cm) (本/m2) (×100) 短) 短/mZ)
????????????? ? ?? ? ?? ? ?????? ?????????? ?
??
??
??
??
??
第3表 平成10年度試験区内容
施肥日 5/7
A区 基肥LP 60kg/10a
B区 基肥LP 60kg/10a
C区 基肥LP 60kg/10a
D区 基肥LP 60kg/10a
???????
7/10 7/21 9/21
追肥 硫安 3kg/10a 3kg/10a 5kg/10a
追肥 硫安 3kg/10a 3kg/10a
追肥 硫安 3kg/10a
(4)結果 :
A区-D区の茎数,秤
義,穂長,粒数,10a当た
り収量,千粒垂の収量調
査を第4表に表示した｡
しかし,10a当たり収
量,千粒垂の結果は9年度
に行った試験と対照的な
結果となった｡
(5)考察 :
9年度は基肥量を変え
て試験区を設定し10年度
は基肥量を一定にしてN
の追肥量を変えて試験を
行ったが,試験結果は9年
度と10年度では対照的な
結果となった｡
これは9年度と10年度
で天候に大きな差があっ
たことが現れていると思
われる｡
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9年度の天候は田植期以降か
ら良く,特に9月,10月は晴天
が続き登熟も良好であった,そ
のことが基肥を多く施摺した区
ほど高い収量を示す結果になっ
たものと推察された｡
10年度の気象概況は天候が
かたよった年で,平年に比べ播
第4表 平成10年度収量調査
梓長 穂長 棟数 -穂籾数 籾数/m2 千粒垂 粗玄米垂
(cm) (cm) (本/m2) (×100) (由 短/m2)
???????????????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
種期から入水時期にかけ雨量が
多く,分げっ期から出穂期にか
けては晴天が続くが,登熟期になって雨天が多く10
月に台風が通過する天候であったため晩生品種であ
るアケボノの収量は中生品種に比べ低く,その上N
成分を多く施した区ほど9年度にくらべ登熟が悪
かったものと思われた｡
しかし,9年度と10年度の試験結果が正反対である
ことは天候の問題もあるが試験区の設定,収量調査
の方法に疑問を持つ結果となった｡試験は同じ圃場
で行ったが,カキ殻部分が圃場内に点在しているた
めカキ殻量に差があるものと思われる｡また,過去に
土壌の均平化を目的とした整地作業を行って表面土
壌が移動しているにもかかわらず,表面に見えるカ
キ殻量で試験区の設定を行ったが,表面土壌の判断
では土壌中のカキ殻量に差があってもわからないの
で,試験区によってカキ殻量に差があるものと思わ
れる｡
そこで,来年度はディスク桝を行った反転時に土
壌中のカキ殻部分をリストアップした圃場図を作成
して,カキ殻量の差が水稲の収量に及ぼす影響を明
確にする｡そのため,試験区は平成10年度と同様に
設定し,収量調査は坪刈りによって行う予定である｡
継続中の語尾頁
担当者 :多田正人
(1)大型機械による水稲栽培の省力化
(2)水稲栽培における緩効性窒素肥料の肥効試験
(3)水田の地力向上に対する生わら連用の効果
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装置化生産部門
果樹部
塵紙中の課題
担当者 :松田政紀 ･近藤毅典
(1)教育研究用果樹園のための管理法
(2)落葉果樹の栽培に関する基礎的データの収集
(3)暫定枝や落葉などの栄樹栽培現場で発生する
廃棄物の有効利用法
そ菜 ｡花き部
継続中の課題
担当者 :高田圭太
(1)シュッコンカスミソウの挿し芽時期および株の刈
り込み後の蒸込みが二番枝の収穫時期と切り花品
質に及ぼす影響
(2)日長および播種時期がモモイロカイウ ヵ`ーミネ
デ の実生苗の生育に及ぼす影響
Lh地畜産部門
継続中の課題
担当者 :野久保隆 ｡川畑昭洋
(1)山地畜産開発による肉用牛牧場の生産技術体系
(2)受精卵移植技術を招いた岡山和牛｢酒国｡下前系｣
の改良
(3)放牧草地の集約的利用管理技術の体系化
(4)放牧による野草地の省力管理技術の体系化
tL:･I.,描)･鳥 …･㌧∴ .､帖､.il一･:tl.::･:十 し･.:i;.:L吉 ∵巨 ･ 工 J
区分 氏 名 研 究 課 題
平成9年度 追加
学4 大月耕二郎
平成 10年度
学4 青木 佳之
学4 太田 努
学4 永田 英司
学4 真鍋 知秀
学4 安村真樹子
学4 岡田 靖児
修1 大元 祐二
教員 西野 直樹
教員 中野 龍平
教員 田原 誠
教員 山本 幹博
学4 足立 光宏
学4 山本裏規子
??????
?
???
?
?
?
?
?
?
??
?
???
?? ‥ …?????
温州 ミカンの主要カロテノイド
色素β-クリプ トキサンチンの光安定性
水稲群落内外でのCO2測定
′
/′
′
土壌水分量と地中温度の季節変化 ･日変化
の観測的研究
光のシンチレ-ションを利用した大気乱流
輸送量の測定
岡山市の市街地における気温,湿度の測定
サイレージの発酵品質と探食性に関する研究
有効ポリエチレン包装によるカキ果実の収
穫後の軟化抑制
サツマイモ近縁野生種の交配と保存
水稲の突然変異体に関する研究
キュウリ収穫用ロボットのためのの栽培様
式の検討
カキ果実における軟化関連酵素遺伝子の発
現解析
栽植様式の相違がダイズの収量成立過程に
及ぼす影響
水稲の有機栽培に関する研究
ダイズ野生種の開花結実特性
ブ ドウ呆粒の着色に関する研究
桃 清`水白桃'の生理的落果発生機構の解
明と防止
和牛の行動制御に関する研究
アゾラー合鴨水稲同時作に関する研究
アゾラー合鴨水稲同時作に関する研究
利用分野 (学部) 指導教官
細胞生理学 多田 幹部
環境理工学部 大滝 英治
･ 岩凹 徹
/′ ∧′
rI JI
理学部地球科学 塚本 修
理学部地球科学 塚本 修
工学部 吉田 篤正
飼料資源学
農産物代謝制御学
植物細胞遺伝学
農産物保諸学
農業生産システム工学 近藤 直
農産物利用学
農地生産構造学
農地生産構造学
農地生産構造学
施設生産管理学
施設生産管理学
山地畜産開発学
山地畜産開発学
山地畜産開発学
久保 康隆
黒田 俊郎
黒田 俊郎
黒田 俊郎
久保田尚浩
福田 文夫
岸田 芳朗
岸田 芳朗
岸田 芳朗
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平成9年度追加分
渡辺桂一鄭 ･浅野真司 ･青木理恵 ･大滝英治 :
水稲群落上におけるCO2変動特性,日本農業気象学会中国 ･四国支部会誌,第9号,24-25
大島紀和 ｡岸田巧 ･大滝英治 :
濯溜水中のCO2濃度,日本農業気象学会中国 ･四国支部会誌,第9号,48-50
大滝英治 :
中国黄土高原での砂漠化防止と生物生産向上のための基礎研究,天気,43,187-192
渡辺桂一邸 ･石内小百合 ｡松井康 ･大滝英治 :
大気-海洋間における二酸化炭素交換,日本農業気象学会中国 ･四国支部会誌,第10号,60-62
石内小百合 ･松井康 ･渡辺桂一邸 ･大滝英治 :
蓮田濯慨水中のpCO2,日本農業気象学会中国 ･四国支部会誌,第10号,68-70
中山孝太 ･松川和寛 ｡大滝英治 ･渡辺桂一鄭 :
水稲群落上での二酸化炭素と水蒸気の乱流輸送特性,日本農業気象学会中国･四国支部会誌,第10号,90-93
岸田巧 ･渡辺桂一邸 ･西村典子 ･大滝英治 :
淡水中の炭酸物質,日本海洋学会秋季大会講演要旨集,190
渡辺桂一邸 ･岸田巧 ･大滝英治 :
水田における二酸化炭素循環,日本気象学会春季大会講演予稿集,194
0htaki,E.,Watanabe,K.,Kishida,T.,Harazono,Y.,andMiyata,A.:
Carboncycleinpaddy丘eld,Int.WorkshoponGlobalChangeandTerrestrialEnv.inMonsoonAsia,41-44
Liu,Ⅹ.,Ito,H.,Mitsuta,Y.,Nakamura,S.,Yoshioka,H.,Hayashi,T.,Serizawa,S.,andOhtaki,E.:
EddycoITelationmeasurementsofcarbondioxidentlXovercoastalseasu1-face,Bul.Disas.Prey.Res.Inst.
KyotoUniv.Vol.45,17-25
Liu,Ⅹ.,andOhtaki,E.:
Anindependentmethodtodeterminetheheightofthemixedlayer,Boundary-LayerMeteorol.85,497･504
平成10年度
西村典子 ･渡辺桂一邸 ･岸田巧 ･岩田徹 ･大滝英治 :
河川水中の二酸化炭素濃度 (pco2)の変動特性,環境科学会誌,ll,297-304
Liu,X.,Tsukamoto,0.,Oikawa,T.,andOhtaki,E.:
Astudyofcorrelationsofscalarquantitiesin払eatmosphericsu血celayer,Boundar㌢Ⅰ』yerMeteorol.87,499-508
Hermawan,W.,Nagai,K.,Yamaoku,T.,Naka3ima,S.,Fujisaki,a.,andNakasuji,F.･
Conb･olofcruciferousinsectpestinacabbage丘eldusingandrographolide,Jpn.J.Entomol.Zool.ChugokuBranch40.1-10
暫藤邦行 ･磯部祥子 ･黒田俊郎 :
ダイズ収量成立過程における花器の分化と発育について-英数と花膏数の関係-,日本作物学会紀事,67,70-78
郡健次 ･斉藤邦行 ･黒田俊郎 ･熊野誠一 :
ダイズ収量成立過程における花器の分化と発育について-時期別遮光が花曹数と結英率に及ぼす影響-,日
本作物学会紀事,67,79-84
斉藤邦行 ･磯部祥子 ･黒田俊郎 :
有限伸育型ダイズ品種における花器の分化と発育過程弓芭房の着生位置に着目して-,日本作物学会紀事.67,85-90
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KurodaT.,SaitolK.,MalmOOdT.andYanagawaK.:
Floweringhabitofdeterminateandindeterminatetypesofsoybean,PlantProductionScience,1,18-24
MahmoodT.,KurodaT.andSaitohK.:
Growthandyieldcomponentbehavioratdifferentplantingdensityindeterminateandindeterminatetypesof
soybean,Rep.ChugokuBr.CropSci.Soc.Japan,39,1-12
脅藤邦行 ･木村麻奈 ｡黒田俊邦 :
特定節位の孤立処理がダイズの開花 ･結実に及ぼす影響,日本作物学会紀事,67,337-341
暫藤邦行 ･磯部祥子 ｡黒田俊邦 :
有限伸育型ダイズ品種における英と子実の発育過程一花房の着生位置に着目して-,日本作物学会紀事,67,523-528
MahmoodT.,SaitohK.andKurodaT.:
EfEectofmoisturestressatdifferentgrowthstagesontheindetermonateandindeterminatetypesofsoybean,
Proceedingsof3rdAsianCropScienceConference,56-69
Rondo,N.,andTing,K.C.:
RoboticsforPlantProduction,TheArtifcial InteligenceReviewJournal,12,-SpecialIssueonA托i丘Cial
inteligence forBiologyandAgriculture-,KiuwerAcademicPublishers,227-243
岸田芳朗 ｡宇津宮尚子 :
総合技術としてのアゾラ-合鴨水稲同時作に関する農業生産システム 1.水稲と合鴨の生産性に及ぼすアゾ
ラの影響.総合農学学会誌,46,19-23
岸田芳朗 ･宇津宮尚子 :
総合技術としてのアゾラ-合鴨水稲同時作に関する農業生産システム 2.合鴨の行動特性に及ぼすアゾラの
影響.総合農学学会誌,46,30-35
岸田芳朗 :
アグロノミストの視点 (1)EM論争と農学の有効性 1)日本土壌肥料学会のEM批判から見た農学
のあり方を憂う.総合農学学会誌,45,2-4
Nguyen,VietXuan,H.YoshinoandM.Tahara:
KaryotypeAnalysesonDiploidandTetraploidofAlocasl'aodwa(Roxb.)K.Koch AROIDEANA Oournalofthe
llternationalAroidSociety):21,8-12
NgLlyel,VietXuan,H.YoshinoandM.Tahara:
Phylogeneticalalysesoftaro(ColocasJ'aesculenta(L.)Schot)andrelatedpeciesbased onesteraseisozymes
岡山大学農学部学術報告87:133-139
Nguyen,VietXuan,i.YoshinoandM.Tahara:
GeneticControlofFourEnzymesinDiploidTaro(ColocasL'aesculenta(L.)Schot,育種学雑誌48(3).273-280
吉野僻道,中国と日本のサ トイモの系統進化に関する総合的研究 (1998),生物学に関する試験研究論叢13:145-
152,両備てい固記念財団
Nguyen,VietXuan,H.YoshinoandM.Tahara:
IsozymeAnalysesonAsianDiploidandTriploidtaro,ColocasL'aesculenta(L.)Schot,AROIDEANA(Journal
oftheInternationalAroidSociety)(inpress)
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平成8年 ･9年度
岸田巧 ･渡辺桂一邸 ･大滝英治 :
淡水中のpCO2,日本海洋学会秋季大会講演要旨集,172
大滝英治 ･山下栄次 ｡岸田巧,Kortzinger,A.:
大西洋の海水中二酸化炭素濃度の鉛直分布,日本海洋学会秋季大会講演要旨集,165
吉田篤正 :
岡山市における熟環境実測,日本建築学会大会学術講演概要集D
吉田篤正 :
土地利用形態の異なる市街地および郊外の気温性状 (岡山市における実測結果の分析),日本建築学会大会学術講演概要集D
Yoshida,A.:
ClimateAnalysisforUrbanPlalminginOkayama-FieldinvestigationonThermalEnvironmentsinOkayama-,
Proceedingsof2ndJapanese-GermanMeetingonClimate AnalysisforUrbanPlanning
平成10年度
奏鍋知秀 ｡岩田徹 ･大滝英治 :水稲群落上における二酸化炭素と水蒸気の乱流輸送,日本気象学会関西支部例
会講演要旨集,第83号,9-12
永田英司 ･岩田徹 ･大滝英治 :
水田潅概水中の二酸化炭素分圧の動態,日本気象学会関西支部例会講演要旨集,第83号,13-16
吉田篤正 :
岡山､倉敷市内の気温と湿度の実測,日本建築学会大会学術講演概要集D
隅田孝司,東誠広,酒田智,小川浩史,多田幹部 :
温州ミカン果肉中のカロテノイド回収方法,日本食品化学学会第4回総会学術大会
隅田孝司,東誠広,清田智,多円幹部 :
温州ミカン果汁中のβ-クリプトキサンチンの安定性,日本農芸化学会平成10年度関西支部大会
久保康隆 ･山本莫規子 ･フランシス,M,マソホ-コ .マーシー,ムワニキ ･中野龍平 ･稲葉昭次 :
カキ果実の細胞壁分解酵素､セルラー ゼ及びエクスパンシン遺伝子のクローニングとその発現解析,園芸学会雑誌67別2
Bagun,H.,Nishino,N.,氾shida,Y.andUchida,S.:
Ensilingcharacteristics andruminaldegradatiol10fenzyme-treatedsilagesprepared血･omwilted italian
ryegrass andalfalfa.Proceedingsofthe8thWorldConferenceon AnimalProductionγol.2,494-495
MahmoodT.,SaitohK.andKurodaT.:
EfectofrlOisturestressongrowth,yieldandyieldcomponentsindeterminateandindeterminatetypesof
soybean, Jpn.I.CropSci.,67(Extraissue1),38-39
MahmoodTリKurodaT.andSaitohK.:
Growthandyieldcomponentsbehaviouratdiferentplantingdensitieindeterminateandindeterminatetypesof
soybean,Jpn.J.CropS°i.,67(Extraissue1),40-41
暫藤邦行 ･速水敏史 ｡松江勇次 ･尾形武文 ･黒田俊郎 :
水稲の有機栽培に関する生態学的研究一米飯の食味と理化学的特性-,日本作物学会紀事,67(別1), 20-21
脅藤邦行 ･大中隆史 ･票田俊郎 :
早晩性の異なる水稲品種の生長効率,日本作物学会中国支部研究集録,39,42-43
斉藤邦行 ･大揮知里 ｡黒酬安部 :
ダイズにおける花器脱落の解剖学的観察,日本作物学会中国支部研究集録,39,52-53
斉藤邦行 ･藤田 幸 ｡黒田俊郎 :
サイトカイニン処理がダイズの開花結実に及ぼす影響,El本作物学会q個 支部研究集録,39,54-55
SaitohK.,YonetaniKリMurotaT.andKurodaT.:
Effectsofflagleafandpaniclesonlightinterceptionandcanopyphotosynthesisinhigh-yieldingcultivarsbredin
Japan,Jpn.J.CropS°i.67(Extraissue2):372-373
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MahmoodT.,Saitoh紘.andKurodaT.:
Efectofmoisturestressatdifferentgrowthstagesontheindetermonateandindeterminatetypesofsoybean,
3rdAsianCropScienceConference,Apr.27-May2,Taichung,ROC
SaitohK.,YonetaniK.,MurotaT.andKurodaT.:
Effectsof且agleafandpaniclesonlightintel◆ceptionandcanopyphotosynthesisinhigh-yieldingcultivarsbredin
Japan,3rdAsianCropScienceConference,Apr.27-May2,Taichung,ROC
久保田尚浩 ･曽根 博 ･福田文夫 :
ブドウ5品種の成熟期における紫外光 (UV-A)照射が果皮のアントシアニン蓄積に及ぼす影響.園芸学会雑誌67(別2):226
岸田芳朗 ･岡崎愛子 ･益田孝志 ｡字津宮尚子 :
アゾラー合鴨水稲同時作における生産技術の到達点と課題.,第8回全国合鴨フォーラム岡山大会講演報告集,57-62
岸田芳朗:
養分循環型としてのアゾラー合鴨水稲同時作における生産技術体系‥第1回小資源 ･環境保全型稲作技術全
国交流集会講演報告集,2,1-6
岸田芳朗,岡崎愛子 :
総合技術としてのアゾラ-合鴨水稲同時作に関する研究-アゾラの季節的な生産性と飼料特性-,総合農学
学会春季大会講演要旨
門田充司,近藤 直,国安由香 :
農業用ロボットの安全性に関する基礎研究(1)-危険度のシミュレ-ション-,農業機械学会関西支部第99回例会
近藤 直,門田充司,鐘ヶ江修司 :
農業用ロボットの安全性に関する基礎研究(2)-マニピュレータの制御-,農業機械学会関西支部第99回例会
門田充司,近藤 直 :
農業用ロボットの安全性に関する研究(1)-安全システムと危険度の算出一,農業機械学会第57回年次大会講演要旨,379-380
門田充司,近藤 直 :
農業用ロボットの安全性に関する研究(2)-センシングシステム-,農業機械学会第57回年次大会講演要旨,381-382
近藤 直,門田充司 :
ブドウ管理 ･収穫ロボット,日本機械学会 ロボテイクス ･メカ トロニクス講演 会98講演論文集CD
Monta,MリandRondo,N∴
Safeb,systemforAgriculturalRobot,Am el･icanSocietyofAgriculturalEngineers,PaperNo.983118
Koldo,NリandMonta,M∴
ApplicationofRoboticTechnologiestoFrtlitHaⅣestingOperation,ProceedingsofThe3rdInternational
ConferenceonAdvancedMechatronics,ICAMユ98,779-784
Monta,M.,andRondo,N∴
Man一machineCooperativeSystem forAgriculturalRobot(Part1)-EvaluationofDegreeofDanger,Pro-
ceedingsof7thIEEE (InstituteofElectricalandElectronicsEngineers)InternationalWorkshoponRobotand
HumanCommunication,365-370
Monta,MリandRondo,N∴
Man一machineCooperativeSystemforAgriculturalRobot(Part2)-SensingSystemandRobotControl,
Proceedil一gSOf7th IEEE(instituteofElectricalandElectronicsEngineers)internationalWorkshoponRobot
andHumanCommunication,371-376
Yoshino,H.,T.OchiaiandM.Tahara:
AnartificialintergenerichybridbetweenColocasiaandAlocasia,MONOCOTSI,Sydney
Yoshino,H.:
PhyhlogeneticrelatiolShipbetweerlColocasiaandAlocasiabasedonthemoleculartechniques,
TheSymposiumonE血nobotanicalandGeneticShdiesofTaroDiversityinCl血a:Approachesfor仙eConselL
vationandUseofTaroGeneticResources,hiyang,ShangdongProv.,China,heldbyEastAsiaOfBceofIPGRI,
ChineseAcademyofHorticulturalSciencesandIaiyangAgriculturalColege
岡山大農場報告 No.21 1999 27
･･ :.:∴:∵ :;･I:-:-∴巨
(1)水生シダ植物アゾラ
平成9年度配布先追加 :
6)広島県 :甲山地域農業改良普及センタ-
7)福岡県 :古野農園
8)長崎県 :永池農園
平成10年度
1)福岡県 :古野農園
2)広島県 :
3)広島県 :
4)広島県 :
5)広島県 :
6)広島県 :
7)広島県 :
8)千葉県 :
みつぎ農園
津之下農場
門藤農園
田辺農場
小野農園
谷川農園
西田農園
9)兵庫県 :横山農園
10)愛知県 :平岩農場
ll)愛知県 :原円農園
12)埼玉県 :宮前農園
13)滋賀県 :クサツパイオニアファ-ム
14)滋賀県 :川酉農場
15)奈良県 :
16)岐早泉 :
17)福島県 :
18)山形県 :
19)熊本県 :
20)長野県 :
21)京都府 :
22)宮城県 :
23)岡山県 :
24)岡山県 :
陽光ファーム21
岡崎農場
土湯温泉観光協会
若宮農園
池川農場
市立更埴小学校
杉本農園
宮城合鴨水稲会
小林農園
池内農園
25)岡山県 :服部農園
26)岡山県 :
27)岡山県 :
28)岡山県 :
29)岡山県 :
30)茨城県 :
31)鳥取県 :
32)島根県 :
33)島根県 :
34)新潟県 :
メルヘンの里合鴨稲作の会
大隈農園
ふるさと農法研究会
児玉農園
叱III,I描きJ
美甘農場
白浜農園
神手農園
田中農園
35)大阪府 :府立農芸高等学校
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